
事 業 名 称 災害リスクの可視化と防災意識向上を図るハザードマップの作成

寄附目標額 5,140千円 古河市総合計画の位置付け 5 - 9 - 1

事業区分 　安心な暮らしを守り、魅力的な地域をつくる事業

関連するSDGｓ

事業担当課 消防防災課

現在抱えている課題

古河市は日本で最大の流域面積を持つ利根川に面しており、想定最大規模の洪水
が発生した場合、市内の約半分が浸水し、浸水域内人口は約10万人にのぼる。これ
らの水害からの逃げ遅れを防ぐため、市民一人ひとりが自身の災害リスクを把握し、
適切な避難を行えるようにしなければならない。

プロジェクトの
概要及びポイント

前回の全戸配布から５年が経過しており、改めて市民へ水害リスクの周知と啓発を
行う必要があるため、「古河市洪水ハザードマップ・ガイドブック」のリニューアルを行
い、最新の情報と見やすい内容に修正し、全戸配布を行う。

目指す将来像
最新のハザードマップ・ガイドブックを配布し、平時から広く啓発を行うことで、市民が
発災時に自ら考え避難をすることのできる、逃げ遅れゼロのまちをめざす。


